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連
載
⑫
に
付
く
元
右
衛
門
の
嘆
願
書
（
原
文
） 

  

乍
恐
奉
歎
願
候
口
上
書 

 

一 

一
昨
辰
年
八
月 
元
右
衛
門
よ
り
供
奉
願
書
奉
差
上
候
節 

由
緒
有
増
奉
申
上
候
通
り 

私
共
類
村
義 

在
昔
は
奥
羽
之
土
民
に
御
座
候 

尤
其
辺
総
而
被
為
称
東
夷 

王
化
に
不
奉
復
者
も
有
之 

遂
に
日
本
武
尊 

御
征
伐
被
為
在
之 

其
御
凱
陣
之
砌 

御
連
帰
り
扈
従
候
處 

伊
勢
神
宮
に
被
為
留
置 

夫
よ
り
当
時
之
帝 

御
鳳
闕
左
右
に
被
為
近
候
事 

日
本
書
紀
と
も
御
座
候 

一 

応
神
帝
国
境
を
御
定
玉
ひ
し
時 
針
間
国
神
崎
郡
瓦
村
崗
辺
に
て
青
菜
の
其
川
上
よ
り
流
れ
下
る
を
伊
許

自
分
命
を
以
て
御
求
遊
候
處 

日
本
武
尊
に
復
帰
し
も
の
に
付 

帝
更
に
尊
之
前
功
を
御
思
慕
被
為
在
之 

 

命
を
以
て
姓
佐
伯
之
直
を
賜
ひ 

其
復
帰
し
も
の
の
君
と
被
遊
候
由 

姓
氏
録
等
に
相
見
へ 

其
時
よ
り
佐
伯

部
と
相
成
候
様
奉
存
候 

一 

仁
徳
帝
御
時
御
憎
し
み
を
蒙
り
五
ケ
国
へ
散
乱
其
後 

安
康
帝
皇
子
之
帳
内 

私
等
祖
先
佐
伯
部
仲
子 

 

近
江
国
来
田
綿
蚊
屋
野
に
供
奉
終
に
忠
死
仕
候
事
も
御
座
候 
且
仁
賢
帝
御
代 

国
郡
に
散
亡
之
佐
伯
部
を
御

捜
求
被
為
在
候
事
等
も
書
記
に
相
見
へ
申
候 

一 

猶
又
古
よ
り
今
に
至
り
小
法
師
と
相
唱
へ 

私
村
内
よ
り
平
常
両
人
或
は
三
人 

御
用
多
端
に
向
ひ
候
時

は
八
人
迄
相
詰
め 

御
苑
の
掃
除
役
被
為
仰
付
刻 

御
築
地
内
に
部
屋
被
下
置 

日
々
同
所
へ
出
勤 

御
扶
持

方
頂
戴 

其
外
年
始
八
朔
は
未
明
よ
り
麻
上
下
に
て
御
紋
付
箱
提
灯
を
為
持
式
礼 

献
上
物
い
た
し
被
下
物
も

御
座
候 

又
於
御
奏
者
所
に
青
緡
銭
三
貫
文 

又
於
長
橋
御
局
に
白
木
綿
一
疋
是
を
拝
領 

且
御
台
所
に
て
は

御
雑
煮
頂
戴 

七
日
七
草
餅
十
五
日
に
は
小
豆
粥 

其
外
五
日
六
日
十
四
日
に
は
穂
長
汁
頂
戴 

尚
又
例
年
季

冬
に
は
箒
料
と
し
て
銀
六
十
七
匁
七
分
被
下
置
其
他 

諸
家
様
御
献
上
米
等
有
之
候
得
ば
一
々
御
配
分
も
仰
付 

猶
五
節
句
に
は
御
酒
肴 

御
亥
の
子
に
は
御
玄
猪
箱
入
り
の
牡
丹
餅
花
栗
其
外
と
も
頂
戴
仕 

御
煤
払
之
節
は 

忝 

内
殿
の
御
前
に
て
御
式
被
為
在
候
而 

厚
お
か
べ
味
噌
懸
豆
腐
土
器
に
て
八
枚
銘
々
に
下
賜
り
候 
其
砌

に
も
御
酒
も
被
下
之
候
得
共 

私
共
一
同
の
者
右
同
様
被
下
物
等 

相
願
候
儀
に
は
無
御
座
候
猶
又 

御
大
礼

之
節 

吉
凶
と
も
被
下
物
御
座
候 

一 

年
頭
之
節 

小
法
師
よ
り
奉
差
上
候
藁
箒
之
儀
は
御
殿
内
に
お
い
て
例
年
正
月
二
日
早
朝 

御
式
被
為
在

候 

御
飾
付
の
御
一
品
に
相
備
り
候
承
り
候
由 

尤
も
是
迄
年
始
八
朔
に
は
献
上
物
い
た
し
候
者
数
家
御
座
候

得
共 

昨
巳
の
春
よ
り
多
分
御
廃
止
に
相
成
然
る
處 

右
小
法
師
よ
り
奉
差
上
候
藁
箒
之
儀
は
旧
例
之
通
献
上

仕
候
様
御
沙
汰
に
付 

不
相
替
献
納
仕
候 

然
る
處 

昨
巳
冬
御
沙
汰
有
之
候
に
は
例
年
正
月
二
日
奉
差
上 

藁
箒
之
内 

御
上
様
へ
献
上
い
た
し
候
七
つ
子
と
唱
へ
候
分 

東
京
に
御
回
は
し
に
相
成
候
間 

十
二
月
十
二

日
迄
可
奉
差
上
様
下
為
仰
付 

日
限
無
相
違
献
納
仕
候 

猶
其
外
五
つ
子
と
唱
へ
候
分
は
例
年
之
通
り
正
月
二

日
早
朝
献
上
仕
候
儀
に
御
座
候 
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一 
諸
国
神
祭
に
は
旧
例
を
以
て
間
々
私
共
類
村
の
も
の
二
衣
を
着
罷
出
候
儀
に
御
座
候 

是
等
往
昔
の
余
風

残
り
有
之
候
儀
か
と
相
見
へ
申
候 

右
之
通
に
御
座
候
處 

私
共
類
村
の
も
の
多
分
殺
業
を
嗜
み
来
り
然
る
處 

仏
説
御
国
内
に
蔓
延
候
時
よ
り
世
上
専
ら
殺
生
を
悪
み
終
に
足
利
御
執
政
の
比 

誰
と
な
く
穢
多
の
字
を
付
候

様
成
り
行
候
由 
且
閑
田
耕
筆
に
は
穢
多
と
唱
ふ
は
餌
取
り
し
字
と
に
之
又 

和
名
抄
に
は
屠
者
恵
止
利
と
記

し
人
倫
漁
猟
之
部
に
加
へ
御
座
候 

然
而
時
は
穢
多
と
申
は
屠
者
に
て
則 

方
今
之
漁
師
に
て
他
に
も
有
之
候

を
穢
多
と
申
候
へ
ば
人
外
異
物
之
如
く
賤
め
ら
れ 

殊
は
市
交
も
追
々
衰
微
仕
候
は
実
に
残
念
の
至
と
類
村
共

何
れ
も
悲
観
罷
在
候 

前
条
之
通
往
昔
は
佐
伯
部
と
迄
被
仰
付 

自
分
微
功
相
立
て
候
を
近
年
は
穢
多
と
迄
汚

名
を
受
け 

方
今
上
を
犯
し
下
を
妨
げ
凶
暴
悪
戻
も
無
之 

却
て
式
は
仁
義
忠
孝
之
心
を
勉
励
仕
候
も
の
も
有

之
候
へ
共 

市
中
の
交
も
絶
果
候
様
成
り
行
き
歎
敷
奉
存
候 

然
る
處
今
般
御
復
古
難
有
も
衆
庶
の
御
撫
育
を

専
一
に
被
為
遊 

感
戴
至
極 

殊
に
旧
弊
御
一
洗
の
折
柄 

私
共
類
村
に
至
而
迄
素
よ
り
神
州
の
生
民
に
候
處 

却
て
穢
多
の
名
有
之
候
は
何
共
歎
敷
奉
存 

合
獣
類
皮
角
の
品
取
扱
渡
世
仕
候
者
も
御
座
候
得
共 

是
又
乍
恐 

御
国
用
の
一
端
に
も
相
成
可
申
哉 

且
田
舎
向
き
に
て
は
多
分
農
業
而
已
に
て
右
様
之
品
取
扱
い
た
し
候
も
の

一
向
無
御
座
候 

何
卒
如
往
古
穢
多
の
名
分
を
省
き
士
民
同
様
に
御
取
扱
被
為
下
度 

伏
而
奉
歎
願
候 

万
の

一
御
容
許
被
為
成
下
候
は
ば
一
統
何
れ
も
蘇
生
致
し
候
心
地
に
て
御
高
恩
猶
如
何
許
り
歟 

難
有
仕
合
に
可
奉

存
候 

以
上 

 

明
治
三
庚
午
年
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廿
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元
右
衛
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京
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御
政
府
様 

  ≪

出
典≫

 

嘆
願
書
の
内
容
は
、
大
和
同
志
会
の
機
関
誌
『
明
治
之
光
』
第
二
巻
第
七
号
（
一
九
一
三
年
七
月

十
五
日
発
行
）
に
採
録
、
掲
載
さ
れ
た
。『
明
治
之
光
』
は
散
逸
し
て
お
り
、
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
が
一
九
七

七
年
に
『
明
治
之
光
』
の
復
刻
版
を
発
行
し
た
。
こ
の
原
文
は
復
刻
版
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
基
づ
い

て
採
録
し
た
。 

 ≪

注≫
 

原
文
は
漢
文
調
で
記
さ
れ
て
お
り
、
句
読
点
は
な
い
。
採
録
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
に

筆
者
の
判
断
で
適
宜
、
一
文
字
空
け
に
し
た
。
漢
字
の
旧
字
体
は
「
總
而
」「
被
爲
稱
」「
應
神
」
「
國
境
」「
餝

付
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
総
而
」「
被
為
称
」「
応
神
」「
国
境
」「
飾
付
」
と
す
る
な
ど
、
多
く
を
当
用
漢
字
に
改
め

た
が
、「
歎
願
（
た
ん
が
ん
）」「
處
（
と
こ
ろ
）」「
歟
（
か
）」
な
ど
一
部
は
原
文
の
ま
ま
旧
字
に
し
た
。「
書
記
」

は
「
書
紀
」
の
誤
記
か
誤
植
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
。 
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【
用
語
注
】 

▽
一
昨
辰
年 

一
昨
年
の
辰
（
た
つ
）
年
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
の
こ
と
。
同
年
九
月
（
旧
暦
）
、
明
治

に
改
元
さ
れ
た
。 

▽
供
奉
（
ぐ
ぶ
） 
行
幸
な
ど
の
お
供
を
す
る
こ
と 

▽
有
増
（
あ
ら
ま
し
） 

概
要 

▽
東
夷
（
と
う
い
） 
東
方
の
異
民
族
。
こ
こ
で
は
古
代
東
北
の
蝦
夷
（
え
み
し
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。 

▽
日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）、
伊
許
自
分
命
（
い
こ
じ
わ
け
の
み
こ
と
）
に
つ
い
て
は
現
代
語
訳

の
用
語
解
説
を
参
照
。 

▽
砌
（
み
ぎ
り
） 

「
と
き
」
あ
る
い
は
「
こ
ろ
」 

▽
扈
従
（
こ
じ
ゅ
う
） 

付
き
従
う
こ
と 

▽
處
（
と
こ
ろ
） 

当
用
漢
字
で
は
「
処
」
だ
が
、
こ
の
字
は
旧
字
の
ま
ま
残
し
た
。 

▽
鳳
闕
（
ほ
う
け
つ
） 

皇
居
の
門 

▽
針
間
（
は
り
ま
）
国 

播
磨
の
国 

▽
姓
佐
伯
之
直 

佐
伯
の
直
（
あ
た
い
）
と
い
う
姓
（
か
ば
ね
） 

▽
姓
氏
録
（
し
ょ
う
じ
ろ
く
） 

平
安
時
代
の
氏
族
名
鑑
で
あ
る
「
新
撰
姓
氏
録
」
の
略
称 

▽
帳
内
（
と
ね
り
） 

皇
族
や
貴
族
に
仕
え
た
官
人
。
同
じ
読
み
で
舎
人
と
も
記
す
。 

▽
佐
伯
部
仲
子
（
な
か
ち
こ
） 

雄
略
天
皇
に
謀
殺
さ
れ
た
市
辺
押
磐
皇
子
（
い
ち
の
べ
の
お
し
は
の
み
こ
）

の
警
護
役
。
皇
子
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
。
別
名
、
佐
伯
部
売
輪
（
う
る
わ
） 

▽
来
田
綿
（
く
た
わ
た
）、
蚊
屋
野
（
か
や
の
） 

と
も
に
滋
賀
県
内
の
地
名 

▽
小
法
師
（
こ
ぼ
し
） 

御
所
の
植
栽
・
掃
除
役 

▽
八
朔
（
は
っ
さ
く
） 

旧
暦
の
八
月
一
日 

▽
麻
上
下
（
あ
さ
が
み
し
も
） 

麻
布
で
作
っ
た
裃
（
か
み
し
も
） 

▽
奏
者
所
（
そ
う
し
ゃ
ど
こ
ろ
） 

天
皇
へ
の
奏
上
を
取
り
次
ぐ
所 

▽
青
緡
銭
（
あ
お
ざ
し
せ
ん
） 

青
く
染
め
た
麻
の
ひ
も
で
く
く
っ
た
銭
。
下
賜
す
る
際
に
使
っ
た
。 

▽
長
橋
局 

宮
中
の
女
官
長 

▽
一
疋
（
い
っ
ぴ
き
） 

二
反
（
に
た
ん
）
分
の
布
地 

▽
穂
長
汁
（
ほ
な
が
じ
る
） 

切
り
干
し
大
根
と
油
揚
げ
の
味
噌
汁 

▽
亥
の
子 

旧
暦
十
月
の
収
穫
の
祝
い 

▽
玄
猪
（
げ
ん
ち
ょ
）
箱 

十
文
字
に
水
引
を
か
け
た
箱 

▽
忝
（
か
た
じ
け
な
く
も
） 

分
に
過
ぎ
る
と
の
謙
遜 

▽
お
か
べ 

宮
中
言
葉
で
豆
腐
の
こ
と 

▽
二
衣
（
ふ
た
つ
ぎ
ぬ
） 

平
服
の
下
に
着
る
二
枚
重
ね
の
衣
服 

▽
閑
田
耕
筆 

江
戸
後
期
の
随
筆 
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▽
餌
取
（
え
と
り
） 

鷹
狩
に
使
う
エ
サ
を
調
達
し
た
人
た
ち 

▽
和
名
抄
（
わ
み
ょ
う
し
ょ
う
） 

平
安
時
代
の
辞
書
「
和
名
類
聚
抄
」
の
略
称 

▽
方
今
（
ほ
う
こ
ん
） 

現
在
、
今
時 

▽
悪
戻
（
あ
く
れ
い
） 

悪
者 

▽
感
戴
（
か
ん
た
い
） 

あ
り
が
た
く
お
し
い
た
だ
く
こ
と
。
恐
れ
多
い
こ
と 

▽
而
已 

の
み
。「
已
」
だ
け
で
も
「
の
み
」
を
意
味
す
る
。 

▽
如
何
許
り
歟
（
い
か
ば
か
り
か
） 

▽
難
有
仕
合
（
あ
り
が
た
き
し
あ
わ
せ
） 


